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去
る
12
月
26
日
、
う
る
ま
市
合
併
10
周
年

と
新
庁
舎
落
成
を
祝
う
式
典
が
市
民
芸
術
劇

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
げ
な
中
学
校
有

志
合
唱
団
と
う
る
ま
市
ジ
ュニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
市
歌
斉
唱
を

皮
切
り
に
、
名
誉
市
民
章
が
、
當と

う
め銘
由ゆ
う
し
ん親
さ

ん（
元
具
志
川
市
長
）、
吉よ

し
の野
勇ゆ
う
き
ち吉
さ
ん（
元

勝
連
町
長
）の
２
人
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

當
銘
さ
ん
は
、
し
尿
処
理
施
設
や
ご
み
焼

却
施
設
の
建
設
問
題
や
、
返
還
軍
用
地
の
区

画
整
理
事
業（
み
ど
り
町
）、
中
城
湾
港
新
港

地
区
開
発
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
各
事
業

を
成
し
遂
げ
た
功
績
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
、
離
島
住
民
の
生
活
環
境
を

改
善
す
る
た
め
、
海
底
送
水
に
よ
る
水
道
布

設
事
業
の
実
施
や
、
農
業
振
興
等
に
貢
献
す

る
な
ど
、
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
そ
の
他
に
も
市
政
功
労
者
18
名

の
表
彰（ｐ
4
参
照
）や
、
新
庁
舎
建
設
工
事 

設
計
・
施
工
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
平
成

27
年
中
に
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
方
々
へ
の
花
束

贈
呈
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【あげな中学校有志合唱団
うるま市ジュニアオーケストラ】

【(故 ) 吉野　勇吉さん】

【名誉市民・市政功労者】

【當銘　由親さん】

【合併 10周年の喜びを
語る島袋市長】

歴
代
名
誉
市
民

・（
故
）山や

ま
な
か中　

貞さ
だ
の
り則（

鹿
児
島
県
末
吉
町
）

　
　
　
（
昭
和
50
年
６
月
15
日
表
彰
）

・（
故
）伊い

は波　

信し
ん
こ
う光（
石
川
伊
波
）

　
　
　
（
平
成
７
年
１
月
５
日
表
彰
）

・ （
故
）山や

ま
ね根　

清せ
い
ぎ義（

大
阪
府
堺
市
）

　
　
　
（
平
成
15
年
２
月
23
日
表
彰
）

・（
故
）新し

ん
じ
ょ
う城　

紀き
し
ゅ
う秀（
石
川
曙
）

　
　
　
（
平
成
17
年
３
月
17
日
表
彰
）

・
平ひ

ら
か
わ川　

崇た
か
し（

石
川
東
山
本
町
）

　
　
　
（
平
成
17
年
３
月
17
日
表
彰
）

・
當と

う
め銘　

由ゆ
う
し
ん親（

字
豊
原
）

　
　
　
（
平
成
27
年
12
月
26
日
表
彰
）

・ （
故
）吉よ

し
の野　

勇ゆ
う
き
ち吉（

勝
連
平
敷
屋
）

　
　
　
（
平
成
27
年
12
月
26
日
表
彰
）

う
る
ま
市
名
誉
市
民

合
併
か
ら
10
年

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

　

合
併
当
時
11
万
６
千
人
で
あ
っ
た
本

市
の
人
口
は
、
現
在
12
万
2
千
人
を
超

え
、
沖
縄
県
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
国
・
県
な
ど
関
係

機
関
の
ご
理
解
・
ご
支
援
の
賜
物
と
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

待
望
の
新
庁
舎
も
完
成
し
、
こ
れ
ま

で
、
旧
４
庁
舎
に
分
散
し
て
い
た
行
政

機
能
を
一元
化
し
、
市
民
の
利
便
性
を
高

め
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
は
、

市
民
と
行
政
の一体
感
を
醸
成
す
る
た
め

の
念
願
の
事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
市
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指

し
、『
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』、『
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
』を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
る
ま
市
長

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
・
新
庁
舎
落
成
合
同
式
典合併前に顕彰された名誉市民・名誉町民は、うるま市名誉市民として引き継がれています。
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市
全
体
で
祝
っ
た

祝
賀
会
・
祝
賀
イ
ベ
ン
ト

　

式
典
終
了
後
は
新
庁
舎
１
階
に
場
所

を
移
し
、
祝
賀
会
を
開
催
。

　

島
袋
市
長
は「
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を

振
り
返
る
と
同
時
に
、
本
市
の
こ
れ
か

ら
の
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
新
庁
舎
の
落
成
を
市
民
全
員
で

祝
い
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た

庁
舎
前
の
道
路
や
、
こ
の
日
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
市
民
参

加
型
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
夜

に
は
新
庁
舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、
周

辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ

る
等
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
市
の
合

併
10
周
年
と
新
庁
舎
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

【祝いの鏡開き　盛岡市から谷藤市長もかけつけました】【うるま市文化協会による演舞】

【テープカットの後にはオオゴマダラを放蝶】

多くの市民で盛り上げた祝賀イベント
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まちの話題
市
政
功
労
者
う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
・
新
庁
舎
落
成
合
同
式
典
に
お
い
て
、
次
の
方
へ々
市
政
功
労
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。（
順
不
同
）

＝
自
治
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
文
化・ス
ポ
ー
ツ
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
自
治
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
社
会
功
労
＝

＝
特
別
功
労
＝

山
やましろ

城　榮
えいしん

信 氏
喜仲

１２年にわたり、旧具
志川市議会議員並び
にうるま市議会議員とし
て、本市の発展に多
大な貢献をした。

村
むらはま

浜　興
こうしょう

昌 氏
字西原

２２年にわたり、農業委
員として、旧具志川市・
うるま市の農業振興・
発展に貢献した。

大
おおしろ

城　悦
え つ こ

子 氏
勝連内間

多年にわたり、民生委
員・児童委員として市
民福祉の向上に尽力
し、本市の発展に貢
献をした。

又
またよし

吉　暎
あきら

 氏
字宮里

１２年にわたり、旧具
志川市議会議員並び
にうるま市議会議員とし
て、本市の発展に多
大な貢献をした。

山
やまぐち

口　榮
えいかつ

勝 氏
字塩屋

３０年にわたり、農業委
員として、旧具志川市・
うるま市の農業振興・
発展に貢献した。

高
た か や

屋　マ
ま さ こ

サ子 氏
勝連平安名

多年にわたり、民生委
員・児童委員として市
民福祉の向上に尽力
し、本市の発展に貢
献をした。

德
と く だ

田　政
まさのぶ

信 氏
字豊原

１７年にわたり、旧具
志川市議会議員並び
にうるま市議会議員とし
て、本市の発展に多
大な貢献をした。

山
やましろ

城　裕
ゆ う じ

次 氏
石川東恩納

１７年にわたり、中部北
環境施設組合監査委
員として、本市の発展
に多大な貢献をした。

上
うえじょう

門　義
よ し え

江 氏
与那城屋慶名

多年にわたり、民生委
員・児童委員として市
民福祉の向上に尽力
し、本市の発展に貢
献をした。

嵩
たけもと

元　政
まさひで

秀 氏
那覇市首里鳥堀町
多年にわたり、市内文
化財の保護、調査及
び資料収集等、本市
文化財保護の発展に
貢献した。

奥
お く だ

田　修
おさむ

 氏
与那城平安座

１７年にわたり、旧与
那城町議会議員並び
にうるま市議会議員とし
て、本市の発展に多
大な貢献をした。

島
しまぶくろ

袋　行
こうせい

正 氏
勝連南風原

１３年にわたり、旧勝
連町議会議員並びにう
るま市議会議員として、
本市の発展に多大な
貢献をした。

宮
みやざと

里　清
き よ こ

子 氏
字喜屋武

多年にわたり、民生委
員・児童委員として市
民福祉の向上に尽力
し、本市の発展に貢
献をした。

高
たかやす

安　正
まさかつ

勝 氏
字田場

多額の寄付をとおして、
市政発展に貢献した。

謝
しゃしき

敷　久
ひさたけ

武 氏
字高江洲

うるま市教育委員並び
に教育長を歴任され、
本市の教育行政に多
大な貢献をした。

石
いしかわ

川　眞
しんえい

永 氏
石川

１３年にわたり、旧石
川市議会議員並びにう
るま市議会議員として、
本市の発展に多大な
貢献をした。

岸
きしもと

本　百
ゆ り こ

合子 氏
石川東山

多年にわたり、民生委
員・児童委員として市
民福祉の向上に尽力
し、本市の発展に貢
献をした。

屋
や ぎ

宜　君
き み え

江 氏
字西原

多年にわたり、交通安
全活動をとおして市民
福祉の向上に尽力し、
本市の発展に貢献をし
た。
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児
童
生
徒
の
優
し
い
気
持
ち
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、
う
る
ま
市
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
10
回
う
る
ま

市
あ
り
が
と
う
の
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
、
１
月
13
日
、
勝
連
地
区

公
民
館
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
で

の
日
常
生
活
の
中
で
、
家
族
や
友
人
、
近

所
の
方
や
、
自
然
の
動
植
物
等
に
対
す
る

日
頃
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
つ
づ
り
、

入
賞
し
た
61
名
の
児
童
生
徒
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
43
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
」

に
お
い
て
、
高
江
洲
小
学
校
、
具
志
川
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
が
沖
縄
県
を
代
表
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　
初
出
場
と
な
る
具
志
川
中
学
校
吹
奏
楽

部
は
、
主
人
公
が
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

姿
を
表
現
し
た
曲
「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
～
勇

者
の
軌
跡
～
」
を
演
じ
き
り
、
中
学
生
の

部
で
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
部
で
は
高
江
洲
小
学

校
吹
奏
楽
部
が
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
銀
賞
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

　
「
第
39
回
少
年
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
沖

縄
県
大
会
」
で
優
勝
し
た
赤
道
ク
ラ
ブ
が
、

沖
縄
県
で
15
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
ベ
ス
ト
16

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

県
大
会
で
３
位
の
好
成
績
を
収
め
た
高
江

洲
Ｆ
Ｃ
は
九
州
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

島
し
ょ
地
域
活
性
化
事
業
の
一
環
で
12

月
５
、６
日
の
両
日
、第
１
回
た
か
は
な
り・

島
あ
し
び
が
旧
宮
城
中
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
の
飲

食
物
販
、
市

内
外
の
工
芸

品
の
販
売
。

手
作
り
体
験

や
島
巡
り
、

地
域
芸
能
の

披
露
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
振
興
へ
の
長

年
に
わ
た
る
功
労
に
よ
り
、
宜ぎ

す

じ
寿
次
政ま
さ
あ
き昭
さ

ん（
字
昆
布
）が
社
会
教
育
功
労
者
表
彰（
文

部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、

平
成
27
年
度
優

れ
た
「
地
域
に
よ

る
学
校
支
援
活

動
」
推
進
に
か
か

る
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
平
敷

屋
小
学
校
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
10
日
に
う
る
ま
市
成
人
式
が

行
わ
れ
、夢
や
希
望
を
抱
き
大
人
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
新
成
人
が
、具
志
川
総

合
体
育
館
に
集
い
ま
し
た
。晴
れ
や
か
な
空

の
下
、旧
友

や
恩
師
と

の
再
会
を

喜
ぶ
声
が

多
く
聞
こ

え
、二
十
歳

の
門
出
を

地
域
の
方

と
共
に
喜

び
ま
し
た
。

日
常
へ
の

感
謝
を
込
め
て

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

男
性
７
０
４
人
、
女
性
６
７
７
人

全
国
で
金
賞 

具
志
川
中
学
校

         

銀
賞 

高
江
洲
小
学
校

赤
道
ク
ラ
ブ 

全
国
で
ベ
ス
ト
16
の
快
挙

高
江
洲
Ｆ
Ｃ 

九
州
大
会
出
場

た
か
は
な
り
・

島
あ
し
び
開
催

社
会
教
育
功
労　
宜
寿
次 

政
昭
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
受
賞 

平
敷
屋
小
学
校

1
13

1
10

12
19

12
7

12
5

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。

【赤道クラブ】

【高江洲ＦＣ】

【全国大会の前に島袋市長に意気込みを伝えた具中・高小の生徒】 【思い思いの感謝を手紙で伝えた児童生徒】

12
18
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音
楽
劇「
海
は
し
る
、
豚
物
語
」が
３
月

５
、６
日
に
市
民
芸
術
劇
場
響
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

音
楽
劇「
海
は
し
る
、
豚
物
語
」は
平
成

15
年
に
初
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
海
か

ら
豚
が
や
って
き
た
」の
リ
ニュ
ー
ア
ル
舞
台
。

ハ
ワ
イ
、
ロ
ス
公
演
後
、
平
成
18
年
の
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
公
式
公
演
を
最

後
に
10
公
演
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
作
は
、
脚
本
を
世せ
れ
い禮
ト
オ
ル（
う
る

ま
市
）、
音
楽
を
赤あ
か
み
ね嶺
康や
す
し（
う
る
ま
市
、

養
豚
農
家
）が
担
当
。
本
市
に
本
拠
を

置
く
劇
団
か
ら
上う

え

ず
江
洲
朝あ
さ
お男（
演
劇
集
団

「
創
造
」）、
安あ
さ
と里
安や
す
た
か隆（
演
劇
集
団「
こ

か
げ
」）、
大お
お
み
ね嶺
淳じ
ゅ
ん（
劇
団
Ｃ
Ａ
Ｔ
）ほ
か
が

出
演
、
伊い

は波
華か
お
り織（
Ｆ
Ｍ
う
る
ま
）、
宮み
や
ら良

沖
縄
を
救
っ
た
ハ
ワ
イ
の
豚
の
物
語

陸
揚
港
は
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
、
本
市
出
身
者
が
輸
送
に
貢
献

千ち
ひ
ろ広（
与
勝
高
校
２
年
生
）、
て
ぃ
だ
ぬ

ふ
ぁ
ー
童わ
ら
べ
う
た
か
い

唄
会
ほ
か
が
音
楽
で
華
を
添
え

ま
す
。

豚付き添い人の７人と事務局

音
楽
劇「　
　
　
　
　

  

　
　
　
　  

」３
月
５
、６
日
開
催

  
う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
公
演

　
「
海
は
し
る
、
豚
物
語
」は
、
大
戦
で
壊

滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
沖
縄
を
救
お
う
と

ハ
ワ
イ
の
県
系
移
民
が
送
っ
た
５
５
０
頭
の

豚
の
史
実
を
舞
台
化
し
た
も
の
。

　

沖
縄
の
惨
状
は
、
県
系
二
世
米
兵
ら
の

海
は
し
る
、豚
物
語

報
告
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
県
人
に
伝
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
ハ
ワ
イ
各
地
で
救

済
運
動
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
衣
類
、
薬

品
、
食
糧
な
ど
の
救
援
物
資
送
付
が
次
々

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
さ
な
か
、
豚
輸

送
を
訴
え
る
男
が
現
れ
ま
し
た
。
男
は
中

国
の
古こ
げ
ん諺
を
引
き
合
い
に
豚
が
沖
縄
を
自

立
復
興
へ
と
導
く
唯
一の
釣
り
竿
な
の
だ
と

主
張
し
ま
す
。
か
く
し
て
沖
縄
に
豚
を
送

る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
発
足
し
ま
す
。
そ
れ
が

「
布は

わ
い哇
連
合
沖
縄
救
済
会
」で
す
。

　

豚
購
入
資
金
の
カ
ン
パ
を
ラ
ジ
オ
で
ハ
ワ

イ
全
島
に
呼
び
か
け
た
の
は
、
平
安
座
島

出
身
の
外ほ
か
ま間
勝か
つ
み美
で
し
た
。自
作
の
唄「
う

る
ま
メ
ロ
デ
ィ
ー
」を
流
し
、
方
言
な
ま
り

の
抜
け
な
い
日
本
語
で
粘
り
強
く
募
金
を

訴
え
ま
し
た
。

　

１
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
５
万
ド
ル
の

資
金
が
調
達
さ
れ
ま
す
。
豚
輸
送
付
き

添
い
人
に
選
ば
れ
た
の
は
７
人
。
そ
の
う

ち
４
人
が
う
る
ま
市
の
出
身
。
字
饒
辺
出

身
の
山や

ま
し
ろ城
義よ
し
お雄（
獣
医
師
）、
石
川
出
身
の

島し
ま
ぶ
く
ろ袋
眞し
ん
え
い栄
、
字
具
志
川
出
身
の
安あ

げ

な
慶
名

良り
ょ
う
し
ん
信
、
字
川
田
出
身
の
上う

え

ず
江
洲
易や
す
お男
で
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
当
時
沖
縄
県

知
事
だ
っ
た
志し

き

や
喜
屋
孝こ
う
し
ん信（
具
志
川
出
身
）

も
輸
送
の
手
配
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

7
人
は
36
人
の
陸
軍
兵
士
と
と
も
に
太
平

洋
を
渡
り
ま
す
が
、
２
週
間
と
予
定
さ
れ

た
航
海
は
思
わ
ぬ
伏
兵
に
よ
っ
て
先
延
ば

し
を
さ
れ
ま
す
…

[２００４年名護市民会館公演ラストシーン ]
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ジョン・オーウェン号甲板の豚

取材に応じる本市出身の東恩納良吉さん（左）

陸揚げされる豚

うるま市 合 併 1 0 周 年 記 念 公 演
音楽劇「海はしる、豚物語」

●日　時：３月５日（土）１９：00
　　　  　　  ６日（日）１５：00
●会　場：うるま市民芸術劇場響ホール
●入場料：一般１，５００円、学生１，０００円　　　　　
　　　　　（当日各５００円増）
●チケット販売場所：
市民芸術劇場、石川会館、きむたかホール、
本庁売店、幸文堂ほか
遠方の場合は電話予約が便利
（☎９７３－４４００）

豚の除幕式＆豚マルシェ
　ハワイから来た豚の史実を顕彰する記念碑
も公演初日の５日夕刻から同会場前で除幕式
の運びとなっています。舞台だけでなく胃袋
でも満足してもらおうと県内養豚農家の厚意
で「豚マルシェ」も両日開催されます。　　

現
地
調
査
に
50
人
が
駆
け
つ
け

　

今
回
の
公
演
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
ハ
ワ

イ
調
査
で
は
五
十
人
を
超
え
る
県
系
人
に

取
材
を
敢
行
。
豚
輸
送
を
し
た
安
慶
名

良
信
の
航
海
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
綴
っ

た
メ
モ
や
関
係
者
の
生
々
し
い
証
言
な
ど

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
膨
大
な
取
材
資
料

は
脚
本
に
織
り
込
ま
れ
、
前
作
で
描
け
な

か
っ
た
新
た
な
側
面
が
盛
り
込
ま
れ
、
歌

と
踊
り
を
交
え
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
特
に
今
作
で
は
県
系
二
世

米
兵
が
移
民
の
歴
史
か
ら
戦
争
ま
で
を
独

白
す
る
シ
ー
ン
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
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『おばー達から食文化を引き継ごう』
50 年ぶりに再現したソテツの
実から取り出したでんぷん粉を
使ってカステラとターチーメー
を作りました。「なつかしい
さー」と昔を思い出しました。

『こどもしまくとぅば教室』
しまくとぅばカルタに夢中！
黙々と集中し「とぅったん！」
と一声。

暮らしを彩るカービング講座

上 平 良 川 太 鼓 教 室

夏休み親子ステップアップ講座

親 子 de ま な び 講 座

どきどき☆わくわく講 座

歴 史 の 散 歩 道 講 座

い き い き 健 康 講 座

レ ザ ー ク ラ フ ト 講 座

歌 碑 巡 り

赤 道

上平良川

みどり町 3・4 丁目

前 原

宮 里

平 良 川

塩 屋

具 志 川

喜 仲

7月

7・8月

8月

8・10月

8・11・12月

10月

10月

11月

11月

自治公民館名 実施時期講　座　名

方 言 の 達 人 講 座

のどを潤すカラオケ 講 座

カラオケ＆しまくとぅば遊び

チ ャ レ ン ジ 卓 球 講 座

親 子 手 芸 講 座

いきいきチャレンジ 講 座

み ど り 町 の 歴 史 と 文 化

版 画 で 年 賀 状 を 作 ろう

地 域 中 高 生 と 学 ぼ う

城 北

嘉 手 苅

安 慶 名

伊 波

川 崎

宮 前

みどり町 5・6 丁目

美 原

西 原

6・7月

6・7・8月

7・12月

7・8月

7・8月

8月

9月

12月

1月

自治公民館名 実施時期講　座　名

女 性 を は ぐ く む 講 座

子 供 パ ー ラン ク ― 講 座

おばー達から食文化を引き継ごう

き っ ず ス マ イ ル 講 座

エ コ ク ラ フ ト 講 座

カ ラ オ ケ 講 座

見守り隊 ちむぐくる講 座

暮らしに役立つ EM 講座

カ ラ オ ケ 講 座

桃 原

比 嘉

宮 城

与那城西原

照 間

浜

内 間

上 原

南 風 原

7月

7月

8・10・1月

8・9・10月

9月

11月

11・12・1月

11・12月

12月

自治公民館名 実施時期講　座　名

※受講料は無料ですが、講座によっては教材費を徴収する
　場合があります。お申込時にご確認ください。
※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。ご了承ください。

【宮城自治公民館】

《 平成 27 年度　モデル自治公民館指定事業実施一覧 》

【安慶名自治公民館】

男性も大歓迎 !
!

受講生
募集 !!

【お問い合わせ・申込先】　与那城地区公民館 ☎ 978-6836

『祝い唄』
かぎやで風・カチャーシーを学び
三線の日に箏・三線・太鼓の
大演奏で踊いハネーカサナ

着物ってどんなパーツで出来ているの？
古い着物を解き、縫い直してみましょう

【場　　所】与那城地区公民館　　
【受付期間】2月9日(火)～2月15日(月)

【日　　時】3月1日（火）～ 3月29日（火）（全5回）
　　　　　毎週火曜日　午後2時 ～ 午後4時

【場　　所】与那城地区公民館　　
【講　　師】宮城 明美　氏
【定　　員】15名
【受付期間】2月22日(月) ～ 2月29日(月)

【お問い合わせ・申込先】　与那城地区公民館 ☎ 978-6836

初めての和裁

みやぎ　　あけみ

とくじょう はつこ

　
現
在
建
築
中
の
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

セ
ン
タ
ー（
平
成
29
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
）の

屋
上
庭
園
に
飾
る
陶
板
面
シ
ー
サ
ー
作
り

を
、
平
成
27
年
12
月
19
日
に
勝
連
地
区
公
民

館
で
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
学
生
60
名
が
個
性
的
で
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
シ
ー
サ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
各
自
治
公
民
館
に
お
け
る
「
教
育
の
場
」
と
し
て

の
活
動
を
推
進
す
る
『
モ
デ
ル
自
治
公
民
館
指
定
事

業
』
を
27
自
治
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
が
自
治
公
民
館
へ
足
を
運
ぶ
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
の
伝
統
行
事
や
見
識
を
深
め
る
講
座
か
ら
、

物
作
り
や
健
康
づ
く
り
等
、
自
治
公
民
館
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
て
講
座
を
支
援
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

モ
デ
ル

自
治
公
民
館
指
定
事
業

陶
板
面

シ
ー
サ
ー
作
り

陶
板
面

シ
ー
サ
ー
作
り

石
川
地
区
公
民
館

勝
連
地
区
公
民
館

与
那
城
地
区
公
民
館

☎
９
６
４―

３
４
３
３

☎
９
７
８―

７
１
９
４

☎
９
７
８―

６
８
３
６

日　　時 講　　師 定　員

②

① 2月17日、2月24日、3月2日（全3回）
毎週水曜日午後2時～午後4時 20名徳門 初子　氏

しんや　 みち
新屋 三知　氏 20名2月19日、2月26日（全2回）

毎週金曜日午後5時30分～午後7時30分
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中央図書館 ☎974-1112
石川図書館 ☎964-5166
勝連図書館 ☎978-4321

☆うるま市立図書館ホームページ http://www.library.city.uruma.lg.jp/

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

中央館 HAPPY SWEETS（一般）
あま～い絵本はいかが？（児童）

石川館

勝連館

暮らしに潤いを（一般）
さむ～い日にこの絵本（児童）
ねこのおはなし

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

行事案内（2月中旬～3月初旬）

中
央
館

石
川
館

勝
連
館

２月２７日（土）
午前１０時３０分～

３月１２日（土）
午後３時～

毎週金曜日
午前１０時３０分～

日　時

おはなしの部屋

おはなし会

おはなし会

行　事

与古田八重子さん

おはなし隊ケラケラ
図書館スタッフ

ブックポケット２月２０日（土）
午前１０時３０分～おはなしワールド

サークルピピ３月５日（土）
午前１０時３０分～Let's goとしょかん

ラビット

３月１２日（土）
午前１０時３０分～おはなしパラダイス ラビット

サークル名等

図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料を
展示・紹介しています。

　沖縄では「花のカーニバル」も行われ、春を感じる季節になりました。
　そこで今回は「花」をいろいろな方法で楽しむ本を紹介し
ます。あなたの好きな方法で「花」を楽しんでみませんか。

在来種から帰化植物まで、沖縄県内で見られる89科
293種の花の写真を紹介しています。野山の花を、身
近に感じさせてくれる一冊です。

ブックイズの答え：②ブラシ

・毎週月曜日　　・2月11日（木）　建国記念の日　
・2月25日（木）　館内整理日

図書館休館日

『たくさんのドア』
アリスン・マギー 文／ユ・テウン 絵

なかがわ ちひろ 訳
主婦の友社（所蔵館：中央）

（一般書）  所蔵館  石川

『おきなわ野山の花さんぽ』
安里 肇栄 写真・文／ボーダーインク
あ  さと  ちょうえい

くろ　だ　 けん  た  ろう

１２ヶ月で手に入る植物を使った寄せ植え作品を、その
月ごとに紹介しています。美しい写真と分かりやすい解
説、実践的なテクニックなどが満載。園芸の初心者でも
寄せ植えづくりを始めたくなる一冊です。

（一般書）  所蔵館  石川

『１２ケ月の寄せ植えレシピ』
黒田 健太郎 著／グラフィック社

花を押す前の下処理の仕方や花の押し方、押し花の保
管方法など基本的なテクニックも写真入りで説明して
いて、分かりやすいです。 （一般書）  所蔵館  中央

『色鮮やかに押し花づくり』
柳川 昌子 著／NHK出版
やながわ  まさ  こ

子ども達の前にならぶ未来へのドア。楽しいドア、辛いドア
もあるかもしれません。子ども達はどんなドアを開いていく
のでしょう。この本は子どもだけではなく、新しい世界の扉を
開けようとしているすべての人に読んでほしい本です。

今回は、絵本のクイズを出すよ。
３つの中から答えを選んでね。
答えを探しに図書館にきてね！

『どろんこハリー』（ジーン・ジオン　文／マーガレット・ブロイ・
グレアム　絵／わたなべ しげお　訳　福音館書店）で、黒いぶ
ちがある白い犬ハリーが、裏庭に埋めて隠したものはなに？

①ほね　②ブラシ　③くつ

問題

図書館では、本や雑誌を貸出するサービスのほか
に、利用者が求める本や資料を探すレファレンス
サービスを行っています。その事例を紹介します。

 サングヮーについて知りたい
 「サン」とは呪具の一種で、大小の二通りあるということがわか
りました。資料によると、小の「サン」はワラのシベ（房）またはイトバ
ショウの葉をひきさいて十字の形に結んだものを言うそうです。供物
や重箱料理などを外に持ち出すときに、精を守護するため、サンをそ
の上にのせるとされています。サンをのせないと、食べ物の精が邪気
によって奪われ、くされやすくなると信じられているそうです。大の「サ
ン」はススキの葉やカヤの葉をたばねて十字の形に結んだものを言う
そうです。大のサンは別の名を「ゲーン」とも呼び、魔除けとして屋根
や戸口、または田畑などに使われているそうです。
関連資料：

『オバァが拝む火の神と屋敷の御願』（座間味 栄議 著／むぎ社）
『沖縄の魔除けとまじない』（山里 純一 著／第一書房）
『沖縄の魔よけとまじない』（座間味 栄議 著／むぎ社）

ヒ ヌ カン ヤ シチ ヌ ウ グワン ざ ま み えい ぎ

やま ざと   じゅんいち

ざ ま み えい ぎ

質問
回答

Vol.3
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●
平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
前
年
度
よ
り
免

除
の
継
続
申
請
を
希
望
し
て
い
る
方
は『
所
得

（
市
・
県
民
税
）の
申
告
』が
お
済
み
で
な
い
と

免
除
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
28
年
３
月
15
日（
火
）ま
で
に
所
得
の
申

告
を
終
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
審
査
対
象
と
な

る
本
人・配
偶
者・世
帯
主
の
申
告
が
必
要
で

す
）

●
20
歳
前
か
ら
の
障
害
に
よ
り
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、所
得
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
、支・

・

・

・

給
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※‌‌

市・県
民
税
の
申
告
は
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
必
要
で
す
。

※‌‌

申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
こ
な
い
場
合
で
も
、

必
ず
市
民
税
課
に
申
し
出
を
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の

所
得
申
告
を

お
忘
れ
な
く
！

国民年金保険料は
前納がお得です。

年
金
だ
よ
り

市
民
課
国
民
年
金
係　
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

国
民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
お
得
な
納
め
方

～
口
座
前
納
の
申
込
み
は
２
月
末
ま
で
～

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額
１
５
，５
９
０
円
で
す
。毎
月
の

保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
っ
て
翌・
・
・
・
・

月
の
末
日

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
の
窓
口
は
、金・
・
・
・

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）ま
た
は
コ・
・
・
・
・
・

ン
ビ
ニ
エ
ン

ス・

・

・

・

ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き

ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で

　
　
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、金
融
機

関
等
へ
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が

省
け
ま
す
。

　

ま
た
、自
動
引
き
落
と
し
で
、納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
振
替
方
法
は
、

　
①
２
年
前
納（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

　
②
１
年
前
納（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

　
③
６
カ
月
前
納（
４
月
～
９
月
分
、

‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌

10
月
～
翌
年
３
月
分
）

　
④
当
月
末
振
替（
早
割
＝
納
付
期
限
よ
り
も　

　
　
　
　
　
　
　

‌

１
カ
月
早
く
口
座
振
替
）

　
⑤
翌
月
末
振
替（
通
常
の
口
座
振
替
）

の
５
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申
し
込
み
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
、割
引
が
適
用
さ

れ
る
の
で
お
得
で
す
。

　

平
成
26
年
４
月
よ
り『
２
年
前
納
』制
度
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。６
カ
月
や
１
年
の
前
納
に

比
べ
、割
引
額
も
大
き
く
さ
ら
に
お
得
で
す
。

口
座
前
納
の
申
し
込
み
締
切
日

　
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
す
る
方
は
、２
月

末
ま
で
に
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。ご
希

望
の
方
は
左
記
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、国
民

年
金
係
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

●‌‌

年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

又
は
納
付
書
等
）

●‌‌

預（
貯
）金
通
帳

●‌‌

預（
貯
）金
通
帳
届
出
印

口
座
振
替
の
ご
案
内

◆
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
税
課　
☎
９
７
３
ー
５
３
８
２

◆
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課　
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

振替方法 納付額 割引額 振替日

２年前納 366,840 円 15,360 円  4 月末

１年前納 183,160 円 3,920 円  4 月末

６カ月前納 92,480 円 1,060 円  4 月末
10 月末

当月末振替
（早割） 15,540 円 50 円 毎月月末

翌月末振替
（割引なし） 15,590 円 なし 翌月末

参考：平成 27 年度の振替方法別割引額

※振替日が休日の場合は、翌営業日に振替されます。
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元
気
い
っ
ぱ
い
、
日

に
日
に
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
。
今
日
は

ど
ん
な
い
た
ず
ら
を
し

て
く
れ
る
か
な
…
楽
し

み
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と

心
配
！
子
ど
も
の
思
わ

ぬ
行
動
は
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
死
因
の
上

位
に「
不
慮
の
事
故
」が
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、

子
ど
も
の
事
故
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
が
子
ど
も
。
子
ど
も
の
発

達
段
階
を
知
れ
ば
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
予
測

で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
起

こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止
策

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
に
多
い
事
故
の
大

半
は
、
保
護
者
や
周
り
の
大

人
が
目
を
離
さ
な
い
等
の
注

意
や
、
安
全
な
環
境
作
り
に

よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
寝
室
】

◆
や
わ
ら
か
い
布
団
で
の
窒
息
に
注
意
。

◆
寝
返
り
を
う
つ
よ
う
に
な
る
と
、
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
か
ら
転
落
す

る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
柵

を
必
ず
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
お
風
呂
場
・
洗
面
所
】

◆
浴
槽
、
洗
濯
機
、
バ
ケ
ツ
、
洗
面
器
に
た

ま
っ
た
わ
ず
か
10
㎝
ぐ
ら
い
の
水
で
も

溺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
を
た
め
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
を
く
わ
え
た
ま
ま
転
倒
す
る
と

危
険
で
す
。
口
に
物
を
く
わ
え
て
歩
き
ま

わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
】

◆
タ
バ
コ
や
、
灰
皿
代
わ

り
に
し
た
空
き
缶
の
中

の
タ
バ
コ
が
溶
け
た
水

を
誤
飲
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
手
の
届
く
所

に
置
く
こ
と
は
危
険
で
す
。

◆
危
険
な
も
の
が
あ
る
場
所
（
冷
蔵
庫
、棚
、

電
気
ポ
ッ
ト
、
炊
飯
器
な
ど
）
は
、
開

け
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
電
気
コ
ー
ド
を
引
っ

張
っ
て
熱
い
お
茶
を
か
ぶ
っ
た
り
す
る

等
、
や
け
ど
を
す
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
使
用
せ
ず
、
余
分
な

コ
ー
ド
は
巻
き
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
コ
ン
セ
ン
ト
に
物
を
入
れ
、
感
電
事
故
を

起
こ
し
た
り
、
小
さ
な
隙
間
に
指
や
手

を
挟
む
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
市
販
の

コ
ン
セ
ン
ト
カ
バ
ー
や
隙
間
防
止
カ

バ
ー
を
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

【
階
段
・
玄
関
・
ベ
ラ
ン
ダ
】

◆
転
落
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
柵
を
付
け
た

り
、
踏
み
台
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
外
出
先
や
レ
ジ
ャ
ー
で
】

◆
ク
ー
ハ
ン
で
持
ち
手
が
す
べ
っ
て
転
落
す

る
事
故
が
あ
り
ま
す
。
取
扱
い
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
道
路
や
駐
車
場
で
の
飛
び
出
し
防
止
に
、

手
を
繋
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
水
遊
び
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

【
自
動
車
】

◆
抱
っ
こ
乗
車
は
危
険
で
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
乗
車
時
に
子
ど
も
を
守
る
必
需

品
で
す
。
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
乳
幼
児
用
の
他
、
学
童
用
も
あ
り
ま
す
。

６
歳
未
満
の
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
時
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

一口メモ
保健活動

健康支援課
☎ 973－3209

防
げ
る
事
故
か
ら

   

　子
ど
も
を
守
ろ
う
!!

子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た
対
策
を

家
庭
外
で
の
事
故
予
防

家
庭
内
で
の
事
故
予
防

う
る
ま
市
健
康
づ
く
り
標
語

「
早
く
ね
て  

ぐ
ん
ぐ
ん
育
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　成
長
期
」

赤
道
小
学
校
５
年
　
屋
嘉
比
日
余
里

講師：県立中部病院　小濱守安医師 /うるま市消防本部（救急法実践）
日時：２月２７日（土曜日）14:00 ～ 16:15（受付 13:30 ～）
お問い合わせ：健康支援課☎９７３－３２０９

◆ダイヤル回線、#8000を
　ご利用いただけない地域から
　おかけの場合は　
　電話：098-888-5230

◆相談日時：毎日　
　午後７時～午後 11時

みんなの健康
支え隊講座

子どもの急な症状とケガや事故！ 
いざというときの対処方法と予防について

こはま もりやす
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（3階）

（1階）

（2階）

　うるま市役所東棟（新庁舎）の配置部署等

うるま市役所西棟の配置部署等

健康福祉センターうるみんの配置部署等

企 画 課 ☎ 973-5005 基 地 対 策 課 ☎ 973-5029 秘 書 広 報 課 ☎ 973-5079
財 政 課 ☎ 973-6753 情 報 課 ☎ 973-5204 総 務 課 防 災 係 ☎ 973-5029
行政改革推進室 ☎ 973-5403

総 務 課
（防災係以外） ☎ 973-0606 管 財 課 ☎ 973-5373 議 会 事 務 局 ☎ 973-3511

職 員 課 ☎ 973-5251 庁 舎 建 設 室 ☎ 973-5062 選挙管理委員会 ☎ 973-4332

環 境 課 ☎ 973-5594 監査委員事務局 ☎ 973-8430 うるま市ふるさと
ハ ロ ー ワ ー ク ☎ 973-5614

健 康 支 援 課 ☎ 973-3209 国民健康保険課
事 業 係 ☎ 973-4960 うるま市社会福祉

協 議 会 本 所 ☎ 973-5459

市 民 課 ☎ 973-3206 市 民 生 活 課 ☎ 973-5487 国民健康保険課 ☎ 973-3202
市 民 税 課 ☎ 973-5382 資 産 税 課 ☎ 973-5394 納 税 課 ☎ 973-1099
障 が い 福 祉 課 ☎ 973-5452 会 計 課 ☎ 973-5680

介 護 長 寿 課 ☎ 973-3208 地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー ☎ 973-5112 生 活 福 祉 課 ☎ 973-4982

保 育 課 ☎ 973-5427 児 童 家 庭 課 ☎ 973-4983 子ども・子育て
対 策 室 ☎ 989-5313

パ ー ソ ナ ル
サポートセンター ☎ 989-3972

うるま市役所 各部署のご案内

　平成２８年１月４日（月）からの新庁舎供用開始に伴って、庁舎東棟（新庁舎）と庁舎西棟に配置している部署
を下記に表示しますのでご確認ください。
　現在の石川・勝連・与那城の各庁舎にある部署については、平成 28年 5月上旬に庁舎（西棟）へ移転とな
りますが、各庁舎の市民関連窓口（住民票や納税関係、福祉等）は引き続きご利用いただけます。
　また、市では総合計画に掲げた施策を着実に実現していくため、平成 2８年４月１日（金）より組織改編を予定
しています。詳細が決定次第、ホームページや広報紙等でお知らせいたします。
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【お問い合わせ】農政課 ☎ 965-5607　農業委員会事務局 ☎ 965-5608　沖縄県農地中間管理機構中部担当 ☎９２３-１６６１

　市議会（平成27年12月第99回定例会）の議決を経て、次の団体を「うるま市農水産業振興戦略拠点施設」の指定管
理者に指定しました。
【指定団体名】うるま未来プロジェクトグループ（２法人による共同企業体）
【指定団体構成】①一般社団法人プロモーションうるま（共同企業体代表）
　　　　　　　②株式会社ファーマーズ・フォレスト
【指定期間】施設供用開始から平成37年3月31日まで
【指定団体の経営理念】‌‌地元の人とともに郷土愛を以て、うるま市の未来を

真剣に考え「ものづくり」「ひとづくり」「まちづくり」
を通じた地域社会への貢献

皆様の大切な農地をお貸しください。
　農地中間管理事業とは、農地の出し手（地主）と受け手（農家）の仲介役として公的機関である沖縄県農業振興公社が
農地の貸借等を管理する事業です。
農地中間管理事業を通して農地を貸す利点
　①‌‌農地の賃料の徴収、支払いは、沖縄県農業振興公社が責任を持って行いますので、賃料の未納を心配する必要が

無くなります。
　②農地の借入れ契約期間の満了時には、農地所有者（地主）のもとに確実に帰ってきます。
　③公的機関を仲介して行いますので、当事者間のトラブルを回避することが出来ます。
　④‌‌農地の出し手（地主）は、一定の要件を満たせば、賃借料とは別に「機構集積協力金」の交付を受けられる場合があ
ります。

農地中間管理事業の現状
　農地中間管理事業は、今年２年目を迎えたばかりの新
しい事業です。現在、農地を借りたいという農家さんは
たくさんいますが、そのほとんどに農地を貸すことが出
来ていないというのが現状です。そこで、活用されてい
ない農地を有効活用し、本市の農業が今以上に活性化す
ればと考えていますのでご協力よろしくお願いします。

  農政課からのお知らせ      　　　　　　農政課 ☎９６５-５６０７

　うるま市農水産業振興戦略拠点施設について　

　沖縄県農地中間管理事業について　

導入機能１

‌

農水産物直売所

導入機能5

‌

情報エリア

導入機能2

‌

加工施設

導入機能6

‌

イベント広場

導入機能3

‌

産直レストラン

導入機能7

‌

多目的センター

導入機能4

‌

産直加工品ブース

導入機能8

‌

キッチンスタジオ

農地中間管理事業による貸借の仕組み

農地の
出し手

市町村
農業委員会 連携

借受け

貸借料 貸借料

貸付け

連携

農地の
受け手

沖縄県農地中間
管理機構

（沖縄県農業振興公社）

沖縄県
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市役所
総合案内

TEL	974-3111
FAX	973-9819

イベント情報や各種講演会など、
市役所からの大切なお知らせです。
詳細については各お問い合わせ先
へご確認ください。

　
市
で
は
、
新
庁
舎
移
転
後
の
石
川
庁
舎

及
び
与
那
城
庁
舎
の
跡
利
用
に
つ
い
て
、

全
部
又
は
一
部
を
民
間
で
活
用
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
石
川
庁
舎
・
与
那
城

庁
舎
の
現
状
を
踏
ま
え
、
提
案
者
に
お
い

て
実
現
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
ご
提

案
く
だ
さ
い
。
民
間
事
業
者
等
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
幅
広
い
提
案
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
行
政
改
革
推
進
室
に
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】「
う
る
ま
市
庁
舎
跡
利
用
提

案
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
行
政

改
革
推
進
室
ま
で
郵
送
、
持
参
、
宅
配
便

又
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】
２
月
29
日
（
月
）
※
必
着

【
送
付
先
】
〒
９
０
４
ー
2
２
９
２

　
う
る
ま
市
み
ど
り
町
１
丁
目
１
番
１
号

【
メ
ー
ル
】gyoukaku-situ@city.uruma.lg.jp

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
名
義
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
人
に
譲
っ
た
り
、
解
体
し
た
り
、
盗
難

に
遭
っ
た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
手

続
き
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
１
年

分
の
軽
自
動
車
税
が
発
生
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
車
両
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
抹
消
及

び
名
義
変
更
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
お
早
め
に
、
次
表
の
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
の
税
率
に
つ
い
て

は
、
広
報
う
る
ま
平
成
27
年
11
月
号
の
15

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
改
革
推
進
室
☎
９
７
３
ー
５
４
０
３

各
庁
舎
跡
利
用
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

市
民
税
課

☎
９
７
３
ー
５
３
８
２

バ
イ
ク
、
軽
自
動
車
の
抹
消
、
名
義

変
更
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

検
査
課

☎
９
６
５
ー
５
６
０
５

う
る
ま
市
入
札
参
加
資
格
の｢

主
要
業
種
変
更｣

及
び｢

希
望
業
種
追
加｣

の
申
請
受
付
に
つ
い
て

うるみんｄｅおためし教室
大人気の先生による「簡単♪楽しい♪エクササイズ」初めての方も大歓迎
まずは体験してみてください（^.^）一度だけでも何度でも参加オッケーです（^^ ♪

【場所】うるみん 3F
【時間】午後１時～２時３０分
【受講料】無料
【申込方法】お電話で
	 お申込みください。

【
受
付
期
間
】３
月
１
日（
火
）～
22
日（
火
）（
土・日・

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
受
付
場
所
】
検
査
課
（
石
川
庁
舎
２
階
）

「
主
要
業
種
変
更
」及
び「
希
望
業
種
追
加
」の
申
請
資
格

①
う
る
ま
市
の
平
成
27･

28
年
度
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
。

②
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
者
。

③
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
許
可
及
び

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
に
お
け
る
年

間
平
均
完
成
工
事
高
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

等
級
別
で
登
録
さ
れ
る
業
種
（
土
木
・
建
築
・

電
気
・
管
）
に
つ
い
て
は
、
年
間
平
均
完
成
工

事
高
が
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
留
意
点

　
受
付
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
等
の
配
布
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
は
変
更
届
と
し

て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
成
工
事

高
を
調
べ
る
た
め
、
経
営
規
模
等
評
価
結
果

通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
主

要
業
種
等
変
更
の
申
請
で
既
に
登
録
が
あ
る

業
種
に
つ
い
て
は
、
総
合
評
価
値
（
P
点
）
の

変
更
や
格
付
け
の
や
り
直
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

②
測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委
託
に

つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
受
付
表
・
業

者
カ
ー
ド
（
県
様
式
）
及
び
業
務
委
託
経
歴
書

（
事
業
所
と
し
て
の
実
績
で
作
成
）、
事
務
所

登
録
等
、
営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
な
証
明

書
等
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

車両区分 手続き・お問合わせ窓口
・原動機付自転車
（125cc 以下）
・小型特殊　
・ミニカー

うるま市役所　市民税課
本舎東棟（新庁舎）１階
☎０９８－９７３－５３８２

・軽二輪
（126cc ～ 250cc）
・軽自動車

全国軽自動車協会連合会
沖縄事務所
（浦添市港川 512－51）
☎０９８－８７７－８２７４

・小型二輪
（251cc 以上）

沖縄総合事務局
陸運事務所
（浦添市港川 512－4）
☎０５０－５５４０－２０９1

日 内容 場所
2月	 1日（月）らくらくフィットネス ホール
2月15日（月）骨盤調整エクササイズ 視聴覚室
2月29日（月）初心者のためのヨガ 視聴覚室
3月	 2日（水）骨盤調整エクササイズ 視聴覚室
3月28日（月）骨盤調整エクササイズ ホール 【お問い合わせ】国民健康保険課　☎９７３－４９６０　
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【
募
集
期
間
】
２
月
１
日
（
月
）
～
３
月
２

日
（
水
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

【
募
集
科
名
】
沖
縄
県
立
具
志
川
職
業
能

力
開
発
校
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
授
業
料
】
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
代
、
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

沖
縄
県
立
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

☎
９
７
３
―
６
６
８
０

　

市
内
に
在
住
す
る
障
が
い
者
が
一
堂
に

会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
せ
ん
か
♪

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
２
月
28
日
（
日
）	

	

午
後
２
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

	

（
体
育
館
隣
）

【
対
象
】
市
内
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

【
定
員
】
50
名　
【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
期
限
】
２
月
24
日
（
水
）
ま
で

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
障
が
い
者
福
祉
協
会	

　
　
　
　
　
　
事
務
局（
川
満
）

☎	

９
８
７
―
７
７
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ	
９
８
７
―
７
８
０
２

②
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
ご
協
力

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

②
平
成
28
年
度
沖
縄
県
立
具
志
川

　
職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

ス
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、有
限
会
社
ク
リ
ー

ン
リ
サ
イ
ク
ル
、
株
式
会
社
沖
縄
有
機
、

拓
南
商
事
株
式
会
社
、
株
式
会
社
久
和
建

創
、
株
式
会
社
Ｊ
・
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
、
有
限
会

社
沖
縄
ク
リ
ー
ン
工
業
、
中
城
湾
港
運
株

式
会
社
、
う
る
ま
市
清
掃
事
業
協
同
組
合
、

株
式
会
社
エ
コ
・
エ
ナ
ジ
ー
研
究
所

　
お
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
、
求
人
検
索

及
び
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
改
修
工
事
中
も
引
き
続
き
、
う
る
ま
市

役
所
本
庁
西
棟
１
階
に
て
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
月
～
金
）　
※
土
日
祝
日
除
く

【
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

う
る
ま
市
み
ど
り
町
一
丁
目
１
番
１
号

う
る
ま
市
役
所
本
庁
西
棟
１
階

☎
９
７
３
―
５
６
１
４

　
㈱
ア
ク
ア
ブ
リ
ッ
ジ
：
業
務
系
シ
ス
テ

ム
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発

会
社
。
地
元
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
飛
躍
し
た
い

人
材
（
Ｓ
Ｅ
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）
を
広
く
募

集
し
て
お
り
ま
す
。	
☎
９
２
３
―
３
８
９
６

　
今
後
と
も
う
る
ま
市
及
び
連
携
機
関
で

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
「
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
」「
う
る

ま
祭
り
」「
う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り
」
で
は
、

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
た
く
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
企
業・協
力
団
体・エ
コ
隊
（
小

中
学
生
）・
ご
来
場
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
エ
コ
活
動
（
ご
み
の
分
別
作
業
や

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
）
を
行
い
ま
し
た
。

《
協
力
団
体
》
う
る
ま
市
女
性
連
合
会
、

う
る
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

《
エ
コ
隊
》
田
場
ス
ワ
ロ
ー
ズ
、
平
敷
屋
ク

ラ
ブ
、
中
原
小
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、
赤
道
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
ズ
、
昆
布

ア
ト
ム
ズ
、
ミ
ド
リ
キ
ッ
カ
ー
ズ
、
高
江

洲
ス
パ
ロ
ー
ズ
、
天
願
小
学
校
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
与
那
城
小
学
校
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
具
志
川
か
っ
し
ん

太
鼓
、
川
崎
ク
ラ
ブ
、
与
那
城
Ｆ
Ｃ
、
栄

野
比
ゼ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

《
サ
ポ
ー
ト
企
業
》
株
式
会
社
バ
イ
オ
マ

商
工
観
光
課

☎
９
６
５
ー
５
６
３
４

①
う
る
ま
市
創
業
支
援
計
画
に
よ
る

　
創
業
支
援
で
創
業
社
が
で
ま
し
た
。

障
が
い
福
祉
課

☎
９
７
３
ー
５
４
５
２

う
る
ま
市
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ごみの分別にご協力いただきありがと
うございました。

企
業
立
地
雇
用
推
進
課
☎
９
６
５
ー
５
６
１
１

①
う
る
ま
市
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
運
営
に
つ
い
て

みんなの健康支え隊市民講座 第12回

【お問い合わせ】健康支援課　☎９７３－３２０９

子どもの急な症状とケガや事故！ ～いざというときの対処方法と予防について～

【とき】平成 28年 2月27日（土）午後 2時～4時 15分
	 （受付午後 1時 30分～）

【ところ】健康福祉センターうるみん　3階視聴覚室
【対象】乳幼児の保護者、関係者、その他興味関心のある方

【申込方法】健康支援課にお電話にてお申し込みください。
	 なお、救急法の実践は先着２０名となります。

【申込期限】平成 28年 2月24日（水）	
【講師】沖縄県立中部病院小児科医師　小

こはま
濱守
もりやす
安先生　

【救急法の実践】うるま市消防本部

　日に日に成長していく子ども達。昨日とは違う一面を微笑ましく感じることも多いですね。同時に、子ども達の思わぬ行動に悩まされ
ることもしばしば。時には大きな事故につながることも少なくありません！子どもの死因上位には不慮の事故があります。かけがえのな
い子ども達の健康と命を守るために、私達大人ができることを一緒に学んでみませんか。
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写
真
専
門
家
の
基
礎
・
基
本
的
な
指
導

を
受
け
て
写
真
技
術
を
学
び
、
石
川
岳
散

策
、
登
山
を
通
し
て
写
真
撮
影
を
楽
し
み

ま
す
。

【
と
き
】
３
月
20
日
（
日
）

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

【
と
こ
ろ
】
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対
象
】
小
学
生
以
上
（
カ
メ
ラ
の
持
参
で

き
る
方
）

【
参
加
費
用
】
８
０
０
円
／
１
人

【
申
込
方
法
】
県
立
石
川
青
少
年
の
家
に
お

電
話
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】３
月
８
日（
火
）～
15
日（
火
）

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
教
育
相
談
等
に
関

す
る
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
青
少
年
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】
平
成
28
年
４
月
１
日

	

～
平
成
29
年
３
月
31
日

【
勤
務
場
所
】
市
内
小
・
中
学
校

【
勤
務
時
間
】
週
３
日
、

	

１
日
６
時
間
勤
務

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
月
額
報
酬
】
８
万
円

【
申
込
期
間
】
２
月
15
日
（
月
）

	

～
３
月
14
日
（
月
）

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
を
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

☎
９
６
４
ー
３
２
６
３

「
石
川
岳
写
真
撮
影
会
」
参
加
者
募
集

青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
９
７
８
ー
２
２
０
２

青
少
年
相
談
員
募
集

　レース中は、ドライバーの皆様や沿道の住民・輸送関係者に大変ご迷惑をおかけしますが、
警察官や大会役員の指示、案内標識等に従って交通規制へのご協力をお願いします。
　応援などでのコース路上の駐車は、危険ですのでご遠慮ください。

２０１6年２月２１日（日）　第３日曜日　※雨天決行

※ レース中は、長時間にわたり交通規制が行われ、ドライバーの皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、一万人
余の参加者のため、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。

【交通規制時間】
①県総運動公園前＝ 8：30 ～ 15：30 ②泡瀬交差点＝ 8：30 ～ 11：00
②イオン前交差点＝ 9：00 ～ 11：00 ④与勝交差点＝ 9：10 ～ 11：30
⑤大田交差点＝ 9：20 ～ 12：00 ⑥安慶名交差点＝ 9：30 ～ 12：30
⑦栄野比交差点＝ 9：40 ～ 12：45 ⑧かりゆし園前＝ 9：50 ～ 13：20
⑧知花交差点＝ 10：00 ～ 13：30 ⑨池武当交差点＝ 10：00 ～ 13：30
⑩第 2 ゲート入口＝ 10：00 ～ 13：50 ⑪第 5 ゲート入口＝ 10：15 ～ 14：15
⑫球陽高校前交差点＝ 10：20 ～ 14：30 ⑬山内交差点＝ 10：20 ～ 14：30
⑭ライカム交差点＝ 10：30 ～ 14：30 ⑮瑞慶覧交差点＝ 10：30 ～ 14：50
⑯石平交差点＝ 10：30 ～ 15：00 ⑰安谷屋交差点＝ 10：30 ～ 15：10
⑱渡口交差点＝ 10：45 ～ 15：30

おきなわマラソン交通規制について

第11回　うるま市生涯学習フェスティバル

生涯学習振興課　TEL０９８－９７８－２２２７

２月６日（土） ・ ７日（日）

午前９時～午後５時
主会場／具志川総合体育館
	 うるま市具志川運動公園

各種関係団体、サークル等の舞台・展示
発表、軽スポーツ、グラウンド・ゴルフ、
ゲートボール、実演コーナー、体験コー
ナーなど
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うるま市民無料相談所の開設について
①市民無料法律相談

と　き ：	２月９日（第２火曜日）　午後２時～午後４時
ところ ：	石川庁舎（１階市民相談室）
予約券配布場所  ：	石川庁舎 1 階市民課前市民ロビー
予約券配布時間 	:	午前９時予約券配布開始	

と　き ：	２月１８、２５日（第３、4 木曜日）　
	 			午後２時～午後４時
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）１階　市民相談室
予約券配布場所  ：	本庁東棟（新庁舎）１階市民生活課
予約券配布時間 	:	午前９時予約券配布開始	

※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※	予約券を午前９時から配布いたしますが、９時時点でお客様が８
名以上並んで待機している場合がありますので、お早めに予約
券配布場所へお越しくださいますようお願いいたします。

※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

②行政相談
　国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。
と　き ：		２月２３日（火）午前 10 時～午後 4 時 

（正午～午後１時を除く）
＊		日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合わせください。
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）1 階　市民相談室

③人権相談
　近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権に
関する相談を行います。
と　き ：	 	２月２３日（火）午前 10 時～午後 4 時 
            （正午～午後１時を除く）
＊		日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合わせください。
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）１階　市民相談室

⑤こどもＳＯＳ相談メール
　子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関
する悩み全般を受付けします。
メールアドレス ：		kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp　

⑥子育て教育相談
　児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウン
セラーとして相談を受けます。
と　き ：	 	２月２５日（木）午後２時～午後５時
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）２階　児童家庭課（予約制）

⑧第２回　くらし・しごと無料総合相談会
　暮らしや仕事のことで、お困りごとはありませんか？
（例：働きたい・校納金や給食費の支払いが困難・家賃が払
えず退去せざるを得ない・家族がひきこもっている・子育て
や介護で相談する人がいない等）
　自立支援相談員が親身になって相談をお受けし、内容によっ
ては弁護士や司法書士など専門家に無料で相談できます。
と　き ：	 	２月９日（火）
受付時間 ：	午前 10 時～午後 3 時（お昼時間も相談可）
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）２階　第２会議室
対　象 ：	市内在住の方
	 	 ※ご家族の事も、相談できます。
申込方法 ：	相談会前日まで、電話予約ができます。
当日、会場に直接お越しいただく事もできます。

④消費者相談
　消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、
架空請求、多重債務等）の相談を行います。
と　き ：	 	毎週水曜日 午前１０時～午後４時（正午～午後１時除く）
ところ ：	本庁東棟（新庁舎）１階　市民相談室
	 	 ※消費者相談は沖縄県消費生活センター
	 	 　（☎ 863-9214）でも平日相談可能です。

【お問い合わせ】 ①～④市民生活課　☎９７３－５４８７

⑦うるま市高齢者等無料法律相談会
　高齢者本人や家族・親族など市民に向けた法律相談会を
行います。
　相談には弁護士と社会福祉士が同席し法律的及び福祉制
度の活用に関するアドバイスを行います。
と　き ：	 	2 月 23 日（火）　午後１時～午後４時
ところ ：	本庁東棟（新庁舎） 
  2 階　介護長寿課相談室 1、2
対　象 ：	市内在住の高齢者本人、家族、親族、 
  福祉関係者等
申  込  方  法  ：	電話、FAX で予約を受け付けます。※先着順
予約受付期間 ：	２月８日（月）～２２日（月）

【お問い合わせ】 
⑦介護長寿課 地域包括支援センター
☎９７３－５１１２　FAX：982 － 6041

【お問い合わせ】 ⑤～⑥家庭児童相談室（児童家庭課内） 
☎９７３－ 5041

【お問い合わせ・申込先】 
うるま市就職・生活支援パ－ソナル・サポ－ト・センタ－

☎９８９－３９７２
Ｅメ－ル　uruma.ps@sasae-uruma.net

　　　食と農　ぬちぐすいフェスタ
２月２７日（土）～２８日（日）午前１０時～午後４時
沖縄市農民研修センター（沖縄市登川２３８０番地）

【お問い合わせ】
食と農ぬちぐすいフェスタ実行委員会

☎０９８０－４３－２６４１

・環境保全型農業の紹介　
・環境保全型農産物の産直販売
・有機農業セミナー（講師：大

おお
城
しろ
喜
き
信
しん
‌氏）　

・健康料理コンテスト
・有機、自然食品を使ったレストラン（出店）
・‌‌発酵肥料づくり実演　・有機農産物等を材料と
した加工食品の展示即売
・生活の質（ＱＯＬ）を工場させる健康法の紹介
・運動不足を補うグランドゴルフ　
・各種出店、ミニライブ等

第４回
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沖縄県知事（6）2709 号（公社）沖縄県宅地建物取引業協会会員
うるま市みどり町 4 丁目 19 番 12 号

安慶名十字路より前原高校向け 200m 先左側

具志川店

不動産を売りたい方
売却を検討されている方
お気軽にご相談ください！

TEL 979-2200

無料査定・秘密厳守高額査定、一括即金にて買取ります
土地・中古住宅・アパート・軍用地・不動産全般

テレビ CM でお馴染み査定担当 とうまです！

企画課		☎ 973-5005

みんなで話し合ってみよう！

平成２７年度　DV防止啓発講座

本当にいのちを
大切にしてますか？
～みんなで考えたい、暴力について～

　　【日時】２月２４日（水）　午後２時～４時
　　【場所】うるま市役所東棟２階 第２会議室

「いのち」を大切にするとはどういうことでしょうか。
なぜＤＶは起こってしまうのでしょう。

暴力をさせない、暴力を受けさせない、
心地よい安心な毎日について考えるきっかけにしませんか。

　　【定員】５０名　【受講料】無料
　　【講師】渡

わた
邊
なべ

 真
ま

寿
す

美
み

 氏
　　（社会福祉士　NPO 法人おきなわ CAP センター理事）

【お申込み】
電話または企画課窓口へお申込みください。
うるま市役所　企画課 共同参画係　※土日祝日を除く
主催：沖縄県・公益財団法人おきなわ女性財団　共催：うるま市

「環境と人権」を自らのテーマとし、ボランティアで開発教育教材づ
くりの NGO活動や国内のベトナム難民家族支援、チェルノブイリ
被災児の保養キャンプ主催など行う。東京にて女性のキャリア及び
メンタルヘルス相談業務従事。沖縄県内にてＤＶ相談の仕事に就い
た経験を活かしＤＶに関する講演活動を開始。現在、沖縄県女性就業・
労働相談センター職員及びNPO法人おきなわCAPセンター理事

【お問い合わせ】企画課 共同参画係　☎９７３－５００５
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ご寄付・ご寄贈ありがとうございます
うるま市育英会へ

☆幸
こう
喜
き
	きみ子	様（字西原）より１０万円の寄付

☆一般社団法人　うるま青年会議所	様（字赤道）より
　３万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

☆奥
おく
田
だ
	和
かず
子
こ
	様（与那城平安座）より５万円の寄付

☆ちよこ歌謡教室	様（みどり町）より３０万円の寄付
☆山

やま
城
しろ
	 清
きよし
	様（石川伊波）より１０万円の寄付（叙勲受章記念として）

☆うるま歌謡友の会	様より８０万円の寄付
☆新

しん
里
ざと
	祐
ゆう
正
せい
	様（与那城平安座）より５万円の寄付

☆株式会社タバタ	様（石川赤崎）より５０万円の寄付
☆佐

さ
久
く
本
もと
	美
み
代
よ
子
こ
	様（字高江洲）より５万円の寄付

☆幸
こう
喜
き
	きみ子	様（字西原）より１０万円の寄付

☆渡
と
口
ぐち
	政
まさ
秀
ひで
	様（字喜屋武）より３万円の寄付

消防活動状況（平成２７年 12 月）

うるま市の人口

 救急出場件数 509 件 （6,466 件）
 搬送人員 458 人 （5,999 人）
 火災件数 5 件 （61 件）
	（　）は平成 27年中の累計。

		平成 28年 1月 1日	 	 前月比	

 人口 122,099 人 ＋ 34
 男　 61,176 人 ＋ 29
 女　 60,923 人 ＋ 5
 世帯数 49,344 戸 ＋ 78

◆  地域の災害リスクを知る 
～「うるま市防災減災マップ」を 
ご覧ください～

　私たちの生活は、地震、津波、台風、豪雨、
地すべりなどの自然災害のリスク（恐れ）と切り
離すことができません。それらの自然災害によ
る被害を減らすためには、ひとりひとりが、それ
ぞれ自らの防災対策を考え実行することが大切
です。そのためには、先ず、自然災害のリスク
について知ることが必要です。
　これを助けるのがハザードマップです。ハザー
ドマップは、自然災害による被害を予測し、その
被害範囲を地図化したものです。予測される災
害による被害の範囲や程度、さらには避難場所
などの情報を地図上に図示しています。
　うるま市では、全世帯にハザードマップを掲載
した「うるま市防災減災マップ」を配布しました。
自分と家族の命を守る大事な冊子です。家族が
見やすい場所に置いて、時々眺めて自分の住ん
でいる地域の災害リスクを確認しましょう。家庭
に届いていない場合にはご連絡ください（防災
係９７３－５０２９）。

◎大切な命を守るため、住宅用火災報知器を設置しましょう。
◎あなたも救命リレーに参加しませんか。
※		ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です。応急手当講習会を受講して使い方を覚
えましょう！
◎		救急出動が増加傾向です。軽いケガの時は近くの医院、診断での受信をおすす
め致します。
		（救急車の適正利用をお願いします）
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